
§３．聖ピオ保育園

○児童の処遇に関するもの

　　　　・職員数　　　　 39名　(非常勤含む)　　  直接処遇職員　 24名(3月31日現在)
　　　　・新規採用職員　　6名  (保育士１名、栄養士１名、非常勤保育士1名、調理パート1名
用務パート1名) 

　　　　・退職者数　　　　2名  (保育士)
　　　　　　
· 児童数　(定員120名＋弾力化運用4名)　 
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月

	124名
	124名
	124名
	124名
	124名
	124名

	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	124名
	124名
	124名
	124名
	124名
	124名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総数　1,488名）　

　　　　・緊急一時・一時保育　　　　延べ1,175名利用

　　 　 ・延長保育児童数　　　　　　18:00～20:00　　累計　728名 (時間外利用者数含む)
· 行　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　林間保育（5歳児クラス、保護者との共催行事）は、保護者と十分に協議を重ね
行き先、日程・行程内容等決定し実施した。
11月には、全クラスで個人面談を行った。特に幼児クラスでは、日頃保護者と
じっくりと向き合って話す機会が少ないため、保護者も職員も満足できた。
その他の行事は、ほぼ行事計画通りに実施できた。
· 保　健
　　　　　　　健康診断・歯科検診・蟯虫卵検査・保健指導等、計画通りに実施できた。

　　　　　　　感染症対策委員会が、嘔吐処理・手洗い・おむつ交換のマニュアルの整備見直しを
　　　　　　　行い、委員会メンバーが中心となってﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝや児童・職員への手洗い
指導を実施した。
要支援PTを立ち上げ、支援の必要な児童一人ひとりの成長発達及び行動特徴等に
ついて共通理解を図ると共に今後の支援について話し合った。
　　

　　 　  ・給　食　

　　　　　　　献立表の作成・調理保育・食育指導・バイキング・お誕生日メニュー・給食献立
会議等、計画通りに実施できた。

　　　　　　　食育では、野菜の皮むき・種取り、調理保育の他に野菜の栽培をした。収穫した
野菜は生のまま切って食べた。2・3歳児クラスではクッキーを、4歳児クラスでは
味噌を作った。5歳児クラスでは前年度自分たちで作った味噌を使い、調理保育で
味噌汁を作り、給食にも使用した。
さらに2月の保護者会後1～5歳児クラスで、手作り味噌を含め子どもたちに人気の
メニューの試食会と栄養士による園給食についての説明を行った。
○保護者に関するもの
　　　　・保護者の参加行事(ゆかたdeﾌｪｽﾀ・運動会・お遊戯会）に関しては、保護者
アンケートを実施した。
・その他、保護者会・父母総会・役員会・個人面談・園だよりの毎月発行等
計画通りに実施できた。

○職員に関するもの

　　　  ・慈生会理事長松本氏をお迎えし、法人の理念である『愛をもって　愛を育てる』
についてのお話をしていただき園内研修を行った。
また、1F･2Fのﾐｰﾃｨﾝｸﾞの際に職員自らが発案し話し合うテーマを決め、資料を
準備して毎月1回勉強会を開き一人ひとりのｽｷﾙｱｯﾌﾟを図った。
　　　　　　　《テーマ》2F…0歳児の発達について(1歳7ヶ月～3歳未満児の遊びと運動)
わらべ歌について　　　　　　　絵本について
乳児と楽しむ音の出る玩具      乳児のリトミック
　　　　　　　　　　　　1F…保護者会について
　　　　　　　　　　　　　　 褒める～良いところを見つけよう
　　　　　　　　　　　　　　 絵本の読み聞かせ              タイムアウトについて
　　　　　　　　　　　　　　 リトミックについて(実践を交えて)    チックについて
　　　　　　　　　　　　　　 ペアレントトレーニングについて
　　　　　　　　　　　　　　 気になる子の行動から対応について考える(事例研究)
　　　　　　　　　　　共通…園内危険箇所マップの作成
　　　　　1月から2月にかけては園内実習を実施した。感じたこと等をﾚﾎﾟｰﾄにして、今後の
クラス運営に生かしていく。
外部研修についてもﾚﾎﾟｰﾄを提出し、職員会議で発表した。
　　　  ・その他会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・職員検診・検便・福利厚生等計画通りに実施できた。
・インフルエンザの集団予防接種を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　

○防災・防犯対策
　　　　・月1回の避難消火訓練.防犯訓練を行った。

　　　　・全職員のAED訓練を実施した。
　　　　・保護者の協力の下、引渡し訓練.災害時緊急一斉連絡の試験運用の体験を行った。
　　　　・ﾋﾔﾘﾊｯﾄの提出と集計・分析を行い、保育中の事故の軽減を図る。(年781件)
○療育センターアポロ園巡回指導
　　　　・年4回(5/1,7/25,10/23,1/8)　延べ23名
　　　　　児童の様子を見た後、園長、看護師、クラス担任でｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行った。

○保育学校実習生、総合学習、職場体験受け入れ　　
　　　　・保育学校実習生　…8校　19名
　　　　・職場体験等　　　…1校　 3名  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       

　　　　
○地域交流活動事業
・ゆかたdeﾌｪｽﾀ　　…　　 391名参加　
　　　 ・もちつき大会　　 …　 　356名参加　
　　　　　　＊園内外の子ども・保護者・白鷺さくら苑の方々大勢が参加してくださった。
　
○第三者評価受審　　　㈱福祉規格総合研究所にて実施　　　　別紙参照
○主な工事・購入
　　　・お散歩兼用避難車　　　　  ･･･　　160,000円
　　　・パソコン5台　　　　　　　･･･　　275,000円
　　　・０歳児室,受託室畳替え　　 ･･･　　200,000円
　　　・人材派遣会社登録及び紹介手数料(正職員2名、非常勤職員１名分)
　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･　1,750,000円
○苦情等

　平成２６年度は第三者委員に報告すべき苦情等はありませんでした。
○主な実施事業
　(1)事務合理化を目的とする事務システム化
　　　 本件の詳細については平成27年3月13日開催の理事会・評議員会で法人本部から
　　　 報告事項第2項でご説明申し上げております。
　　　 プロジェクトチームでシステム開発会社と何度かﾐｰﾃｨﾝｸﾞを重ね、今期まず必要となる
　　　 パソコン5台を購入。来期中の移行を目指している。
　(2)保育士募集活動
　　　 今期中に保育士3名の退職に加え、来期保育士2名の産休及び育児休業が予定されている。
　　　 これまでは、ハローワークや学校を通じて代替保育士を確保してきたが、今期このルート
からの応募者が1名もなく、今期は職業斡旋業者を利用してなんとか保育士3名を補充
することができた。
国の待機児童解消対策によりどこの保育園も保育士不足に悩まされており、当保育園でも
今後の対策を強化していく必要がある。

